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施設の前には公園があり、天神橋筋商店街やスーパーなども近くにあり、コロナの影響で外出自粛をし
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情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）

令和３年６月１８日

2794100079
有限会社　安里メディカルプロダクツ
グループホーム天神橋やすらぎの里
認知症対応型共同生活介護
大阪市北区菅栄町5-2

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

施設の前には公園があり、天神橋筋商店街やスーパーなども近くにあり、コロナの影響で外出自粛をし
ていますが、自粛前は毎日散歩や買い物へ出かけたりと日課にしており、楽しみの一つでした。自粛を
している現在は、できる事はご利用者さまにお願いし、炊事、食器洗い、食器拭き、洗濯、掃除、などを
一緒に行い、役割分担を作り、生活にメリハリを付けて過ごして頂いております。また、行事ごとに絵や
折り紙を製作したり、おやつレクを行い一緒にお菓子作りなどを行っています。
主治医との連携も密に図っており、訪問看護が4回/週に入っており、相談・報告しやすい環境作りを行
い、ご利用者様が安心して過ごせるよう、努めております。

天神橋やすらぎの里は全18名の入居者を3ユニットに分割し、6名ずつの単位で生活支援を実践しているグループ
ホームである。少人数で１ユニットを組めるメリットは大きく入居者一人ひとりに対する細やかな接遇が可能になっ
ている。家族との関係も極めて良好である事はアンケート調査で確認されている。現在はコロナ渦中である為に外
出は制限されてはいるものの、普段の外出支援としては施設の前が児童公園でもある事からよく散歩したり、また
5分もかからない所に福祉会館があり､館内の｢ふれあい喫茶｣では歓談も楽しまれるように図らわれていた。このよ
うな情勢の時でも入居者同士の交流に限っては自由であり、2～4階にまたがっている3ユニットの中を自由に往き
来できる事で開放感を味わっている。入居者の健康管理では協力病院が5、6分の所にある事から緊急な場合も心
丈夫であり、また、訪問看護士の健康診断も月4回を数えている。職員の福祉支援に対する向上心も強く､定期的
に勉強会を開いてスキルアップに繋げている。



実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての
意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的
に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者や

2ヶ月に1度の開催を行ってい、ご
家族や地域の方方々などに意見を

従来からの参加者である包括職
員、民生委員、自治会長、家族代

2 2

新型コロナウイルスの影響で現在
は行えていないが、それ以前は外
出はほぼ毎日しており、地域のイ
ベントにも参加していた。自治会に
も加入している。

地域との交流を図るために自治
会に加入し祭事に参加したり、老
人会のふれあい喫茶を利用させ
てもらったりしていた。また、自主
的に公園の清掃活動もしている。
現在は厳しいコロナ渦の状況下に
あるので、人的交流は中断も余儀
なくされている。

3
地域の方々がご家族の相談などで
来苑する機会がる。現在は電話相
談に乗っている。

Ⅰ．理念に基づく運営

1 1

理念を張り出しており、出退勤時だ
けでなくフロアの出入り時に確認で
きるようにしている。入社時や勉強
会では確認するようにしている。

理念の主旨は地域との共存であ
り各階のユニット入口に掲示され
ている。ユニットにはそれぞれの
行動指針も連記されている。入居
者の尊厳の確保、職員の相互理
解、地域への貢献を目標とさせて
いる。職員はこれを共有し実践に
務めている。

ホーム名：グループホーム天神橋やすらぎの里　2F親和

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価 外部評価

実施状況

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が「指
定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予
防サービス基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取
り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所な
いでの虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に
努めている

6 5

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また施設内は事由に
行き来できる環境作りをスタッフ同
士連携を取り、行っている。

身体拘束防止マニュアル、虐待防
止マニュアルは整備されており職
員は常に閲覧できるようになって
いる。また、外部研修（二ヶ月に一
回）、内部研修（二ヶ月に一回）を
受講させている。ベッド柵は2点柵
までを限度とし、拘束とされる３点
柵以上は使用していない。入居者
のエレベーターの使用は職員の
遠方からの見守りの下で自由に
昇降できる。

7

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また管理者が積極的
に現場に入り日々のケアを確認し
ている。

4 3

家族や地域の方方々などに意見を
頂いている。また、スタッフにも共
有できるよう申し送り時に報告して
いる。現在はコロナウイルスの影
響で文書会議にしている。

員、民生委員、自治会長、家族代
表には内部情報報告や提案など
を文書にして交換しあい意見や提
案も求めている。包括支援セン
ターには会議内容を報告してい
る。

5 4

疑問点などは随時連絡するととも
に、日々の困難事例などはGH連
絡会などを利用し報告・相談を行っ
ている。

施設内で対応が難しい事案や支
援上の相談についてのアドバイス
を求めたりする時もある。最近で
はコロナ感染防止対策のメールを
受けるなどされている。



○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見人制度
について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図ってい
る

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、それらを反映させて
いる

○就業環境の整備

10 6

常に風通しの良い環境を作れるよ
う、管理者が日中現場を見に行くよ
うにしている。コロナ禍前は行事な
どに家族が参加できる機会を設け
ていた。現在は家族が来苑した際
に、管理者だけでなく職員からも話
を聞ける機会を設け、ご利用者の
ご様子や声を伝えている。

来訪された家族は管理者と面談
をされ、また職員とも会話されて、
その中で意見を話されている。内
容は生活記録に書かれて共有化
され、サービス担当者会議で話し
合われ協力可能な形で反映に努
めている。

11 7

勉強会で発言できる機会を設ける
と同時に、管理者は勤務時にス
タッフに声をかけるよう努めてい
る。また代表者も管理者だけでなく
スタッフの声を聴けるよう施設に訪
れる機会を多く設けている。

職員は勉強会でよく意見を述べ合
われている。サービス担当者会議
や管理者とのミーティング時にも
よく話されている。施設の代表者
や管理者は日々の支援活動をし
ている職員の意見や提案を運営
に反映出来るように努めている。

8

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が学べるようにしてい
る。また必要な方や相談があった
場合には各関係機関に取り次ぐよ
う支援できる環境にある。

9
入居時には十分な説明を時間を設
けている。また、来苑時は話しやす
い雰囲気作りに努めている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際の力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めて
いる

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをし
ている

14

管理者を中心に交流会や連絡会、
医師会の勉強会などに参加交流を
し深め、施設サービスの見直し・向
上に繋げている。

12

非常勤からの常勤への転換や時
給の見直しなど随時行っている。ま
た、資格支援も行っており、昨年2
名資格取得の実績がある。

13

法人内の研修に参加、また外部研
修などの参加を積極的に支援して
いる。その際には、業務内で参加
できるよう配慮している。



○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう
関係
 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

17

十分な聞き取りを行い、ニーズに
あったサービスを提案・提供できる
よう、必要であれば法人内または
おｒグループ内の専門職よりサービ
ス案内などを行っている。

18
家事などの中でスタッフも教わるこ
とが多く、生活を共にする家族のよ
うな関係作りに努めている。

15

入居前のアセスメントを十分に行
い、その際には本人が話しやすい
雰囲気作りに努めている。また、情
報は全スタッフで共有している。

16
相談・申込時には、十分な時間を
取り傾聴することで安心して頂ける
よう努めている。

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○本人と共に過ごし支えあう
家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、
一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

認知症の進行で困難な方もいる
が、スタッフが間に入ることで利用
者同士の関りを増やしている。日
中はほとんどフロアで過ごして頂く
よう努めている。

22
ご退去になった方には写真をDVD
にしお渡ししている。

19

来苑時などには話しやすい雰囲気
作りを行い、生活の様子を伝えると
ともに些細な事でも連絡するなど
日頃より積極的にコミュニケーショ
ンを図っている。毎月手書きのお
手紙を送付している。

20 8

コロナ前は近隣の方が多く、散歩
などで馴染みの道を通り、知り合い
とコミュニケーションを図っていた。
現在は職員が間に入り伝言を伝え
たり、電話にてコミュニケーションを
図ったりしている。

現在はコロナ渦中であり、外出や
人との接見すらも出来ない状態で
ある。コロナ渦以前は商店街の散
策や、家族との面談や遠出などを
楽しまれていた。コロナ収束後は
支援活動の再開を予定されてい
る。



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握
に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結
記録は詳細に記入するとともに、ス
タッフは出勤前には記録に目を通

25
日々の記録をしっかりと記入し、ス
タッフ全員が変化や現状を把握で
きるよう努めている。

26 10

本人・家族の意見を計画作成者だ
けでなく、管理やフロアスタッフ、主
治医や訪問看護などで話し合い、
より良いケアに繋げれるよう行って
いる。

計画作成者は健康状態やADLを
主体としたモニタリングを実施され
管理者や担当職員、看護師、主
治医のアドバイスを取り入れて、
本人家族の意見を考慮されて完
成させている。介護計画期間は一
年とされている。体調異変があれ
ばその都度、関係者と話し合われ
て、適切な見直しがなされている。

23 9
日頃より本人の言葉や表情などを
記録に残すことで思いを把握でき
るよう努めている。

寡黙な入居者の態度や不快な表
情については判断が困難な場合
もある。生活記録に記入された内
容は、その時の思いや意向を思
索しようとする場合にも利用され、
入居者の心意を正確に把握する
ように努めている。

24

入居時の聞き取りだけでなく、日々
のコミュニケーションで聞きたいこと
は記録に残し共有している。またご
家族の面会（電話連絡）時などにも
聞き取りを行っている。

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事
業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既
存のサービスにとらわれない、
柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受け
られるように支援している

29
コロナ禍前はふれあい喫茶や地域
の行事に参加していた。

30 11

ほとんどの方が施設主治医が以前
よりかかりつけ医であったため、継
続している。また、入居時には確認
を行い、施設主治医に変更するか
話し合いを行っている。

施設入所前からのかかりつけ医を
本人や家族が希望すれば、継続
してその医者の診察を受けること
ができる。診断書は協力医に伝達
され、管理者や職員にも閲覧でき
るようにファイルされ、入居者の健
康管理に支障が起こらないように
されている。

27
タッフは出勤前には記録に目を通
している。情報共有を行い、必要で
あればその都度、管理者に相談し
ケアの見直しを実施している。

28
施設内だけに留まらず、家族やグ
ループ内でのニーズに対応できる
よう努めている。



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けら
れるよう支援している

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に

33 12

入居時に説明を行っている。また、
終末期においては、その都度家
族・主治医・訪問看護などを交えて
話をし、チームで支援できるよう努
めている。

入所時に、施設が行なう事のでき
る基本的な介護支援方針が説明
されている。主治医の判断で重度
化に向かい始めたとされる頃か
ら、再度、施設側は介護を通しな
がら出来る事を説明され、家族も
また要望を話されて心の整理がな
されている。その後、家族の納得
のうえで終末期へ向けた支援方
針が決定されている。

勉強会を定期的に参加するととも
に、不参加者には資料を配布する

31
4回/週の訪問看護があり、その都
度各フロアで申し送りを行い、情報
共有を行っている。

32

入院中も本人・家族とは密に連絡
をとっている。また、病院とも施設
のみの情報交換を行うのではなく、
主治医からも病院と直接情報交換
を実施しているため、退院後も安
心して生活できるよう関係作りを
行っている。

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手当
や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制を
築いている

35 13

避難訓練を2回/年行っており、避
難場所においては張り出しをし、ス
タッフ全員が把握できるようにして
いる。また、地域の方々とも連携を
持てるよう日頃よりコミュニケーショ

ンを図っている。

年２回の避難訓練を実施しており
内一回は夜間訓練を想定してい
る。入居者は口を押さえてベラン
ダまで移動し消防に救出してもら
う手筈である。地元の協力も依頼
している。非常災害マニュアルは
策定されておりいつでも見れるよ
うにされている。

災害発生時においては想定外の
混乱が起きる可能性がある。不測
の事態に対するいろいろなケース
を考察され対処方法を話し合われ
るよう望まれます。

34
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また、管理者や主治
医には24時間の連絡体制にある。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの
支援
　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる
支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして

39

起床時や入浴時には、スタッフと着
替えを選ぶようにしている。また、
カットなども訪問ではなく店を利用

している。

40 15

盛り付けなど可能な限りスタッフと
一緒に行っている。また、選択メ
ニューや行事などには、アンケート
を取っているだけでなく、その都度
メニューのアレンジなども一緒に

食材は専門業者に依頼して運ん
でもらっており調理は施設で行っ
ている。盛り付けは個人の好みに
合している。料理に参加する楽し
さを味わってもらう為に、玉葱むき
や野菜の切り刻みを手伝っても

37

日頃よりコミュニケーションを大事
にしており、想いを伝えやすい関係
作りを行うとともに、選択できるよう
な声かけを行うよう努めている。

38

定員が通常のGHより少ないため、
関わる時間が多くあり、それぞれ
のペースで過ごせるよう配慮してい
うｒ。可能な限り希望に添えるよう努
めている。

36 14
人格やプライバシーを損なわない
よう配慮している。

プライバシー保護マニュアル・接
遇マニュアルなどで基本的な接し
方を習得されている。名前の呼称
については本人の希望に合わし
ている。特にトイレ誘導には気くば
りし入居者の尊厳を傷つけないよ
う図らっている。

緒に準備や食事、片付けをして
いる

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、集
会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでい
る

○入浴を楽しむことができる
支援
　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

45 17
週2回以上、お好きなタイミングで
入れるよう声かけを行っている。

入浴は洗髪を含めて一回30分～40
分位、午後を主に入浴時間に当て
ている。本人が望めば午前中も可で
ある。入浴を拒む方がいればトイレ
の出た所でスッと浴室へ一緒にいき
そのまま風呂に入ってもらったりし
ている。年に何回かは入浴剤や季

43 16

原則的に排泄チェック表に従って
声かけをするようにしている。時間
外にトイレに行かれる入居者がい
たら出来る限り見守りするようにし
ている。中にはリハビリパンツから
普通のパンツに変えたら自分でト
イレに行かれた方もいる。

個別に排泄パターンを把握し、必
要に応じて声かけを行っている。

44

水分補給や体操・歩行などに努め
るとともに、毎朝ヨーグルトの提供
をしている。また、訪問看護と連携
をとり腹部マッサージやホットパッ
クなども必要に応じて行っている。
センナ茶の提供も行っている。

41
主治医の指示のもと、必要な方に
対しては水分チェックや計測などを
行っている。

42
毎食後、口腔ケアを実施している。
また、訪問歯科と連携しケアのアド
バイスをもらっている。

メニューのアレンジなども一緒に
行っている。

や野菜の切り刻みを手伝っても
らったり盛り付けの一部をしても
らったりもしている。

じた入浴の支援をしている ている。年に何回かは入浴剤や季
節湯を利用する事もある。



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や要領
について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけら
れるよう支援している

○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支
援している

49 18

コロナ禍前まではほぼ毎日散歩や
買い物と出掛けていた。喫茶店や
バスツアー（年2回）にも参加してい
た。

現在はコロナ渦中の為、外出支援
は出来ない状態になっている。桜
の季節に限っては施設前の公園
の桜を窓から眺めることができ入
所時に喜ばれている。コロナ渦以
前は日常散歩、ふれあい喫茶の
集い、商店街の買い物、協力医主
催のバスツアー参加などされてい
た。

50
自己にて管理している方はいない
が、希望時には買い物をしている。

47

薬情をファイリングしており、いつで
も確認できる。また、新しい薬が出
た場合には申し送りにて周知して
いる。

48

コロナ禍前は散歩や買い物、外食
や喫茶店などに行き気分転換をし
ていた。施設内では編み物や縫
物、ご利用者により生活歴に応じ
た楽しみを継続できるよう支援して
いる。

46
就寝・起床はそれぞれのペースで
行っている。21頃まではフロアでTV
を見たりして過ごす方もいる。

金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援している

○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）は、
利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした
安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
55

バリアフリーになっている。トイレに
はわかりやすくトイレの張り紙をし

53

必要に応じてイスやテーブルを移
動するなど配慮している。ソファや
キッチンカウンター横で過ごす方が
多い。

54 20

全ての方が以前より使用していた
ものを持参している。写真や手紙
などを家族が持参し、安心できる
空間作りに努めている。

個人の生活の場である事から使
い慣れた馴染みの家具や、家族
の写真、衣類、置物などが置かれ
生活感のある部屋作りがなされて
いる。職員による掃除は毎日おこ
なわれシーツ交換も毎週実施され
ている。

51
手紙を書いたり電話をする方はい
ない。

52 19
季節に応じた装飾を行うようにして
いる。また、季節や時間に応じた空
調や湿度管理を行っている。

共用空間の室温は年間を通じて
25度～27度に温度調整され凌ぎ
やすい。床や机は木目調で目に
優しい。壁に展示されている工作
品は七夕のように季節感があり情
緒的である。掃除は毎日実施され
清潔で気持ちよい。入居者は夜9
時ぐらいまで寛ぐ事ができる。

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫して
いる

55 はわかりやすくトイレの張り紙をし
ている。



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

61
利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいとこ
ろへ出かけている
（参考項目：49）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59

利用者は、職員が支援すること
で生き生きした表情や姿がみら
れれている
（参考項目：36,37）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている
（参考項目：38）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

①毎日ある

②数日に１回ある

③たまにある

④ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
68

職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足して
いると思う

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

67
職員から見て、利用者はサービ
スにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

66
職員は活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住
民や地元の関係者とのつながり
の拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる
（参考項目：4）

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

64

通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている
（参考項目：9,10,19）

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っていること、
不安なこと、求めていることをよ
く聞いており信頼関係ができて
いる
（参考項目：9,10,19）

①ほぼ全ての利用者と

②利用者の３分の２くらいと

③利用者の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

62

利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている
（参考項目：28）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんどいない

68 はサービスにおおむね満足して
いると思う ③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない



実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての
意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的
に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り

2ヶ月に1度の開催を行ってい、ご
家族や地域の方方々などに意見を
頂いている。また、スタッフにも共

2 2

新型コロナウイルスの影響で現在
は行えていないが、それ以前は外
出はほぼ毎日しており、地域のイ
ベントにも参加していた。自治会に
も加入している。

3
地域の方々がご家族の相談などで
来苑する機会がる。現在は電話相
談に乗っている。

Ⅰ．理念に基づく運営

1 1

理念を張り出しており、出退勤時だ
けでなくフロアの出入り時に確認で
きるようにしている。入社時や勉強
会では確認するようにしている。

ホーム名：グループホーム天神橋やすらぎの里　3F高話

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価 外部評価

実施状況

サービスの実際、評価への取り
組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が「指
定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予
防サービス基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取
り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所な
いでの虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に
努めている

6 5

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また施設内は事由に
行き来できる環境作りをスタッフ同
士連携を取り、行っている。

7

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また管理者が積極的
に現場に入り日々のケアを確認し
ている。

4 3
頂いている。また、スタッフにも共
有できるよう申し送り時に報告して
いる。現在はコロナウイルスの影
響で文書会議にしている。

5 4

疑問点などは随時連絡するととも
に、日々の困難事例などはGH連
絡会などを利用し報告・相談を行っ
ている。



○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見人制度
について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図ってい
る

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、それらを反映させて
いる

○就業環境の整備

10 6

常に風通しの良い環境を作れるよ
う、管理者が日中現場を見に行くよ
うにしている。コロナ禍前は行事な
どに家族が参加できる機会を設け
ていた。現在は家族が来苑した際
に、管理者だけでなく職員からも話
を聞ける機会を設け、ご利用者の
ご様子や声を伝えている。

11 7

勉強会で発言できる機会を設ける
と同時に、管理者は勤務時にス
タッフに声をかけるよう努めてい
る。また代表者も管理者だけでなく
スタッフの声を聴けるよう施設に訪
れる機会を多く設けている。

8

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が学べるようにしてい
る。また必要な方や相談があった
場合には各関係機関に取り次ぐよ
う支援できる環境にある。

9
入居時には十分な説明を時間を設
けている。また、来苑時は話しやす
い雰囲気作りに努めている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際の力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めて
いる

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをし
ている

14

管理者を中心に交流会や連絡会、
医師会の勉強会などに参加交流を
し深め、施設サービスの見直し・向
上に繋げている。

12

非常勤からの常勤への転換や時
給の見直しなど随時行っている。ま
た、資格支援も行っており、昨年2
名資格取得の実績がある。

13

法人内の研修に参加、また外部研
修などの参加を積極的に支援して
いる。その際には、業務内で参加
できるよう配慮している。



○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう
関係
 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

17

十分な聞き取りを行い、ニーズに
あったサービスを提案・提供できる
よう、必要であれば法人内または
おｒグループ内の専門職よりサービ
ス案内などを行っている。

18
家事などの中でスタッフも教わるこ
とが多く、生活を共にする家族のよ
うな関係作りに努めている。

15

入居前のアセスメントを十分に行
い、その際には本人が話しやすい
雰囲気作りに努めている。また、情
報は全スタッフで共有している。

16
相談・申込時には、十分な時間を
取り傾聴することで安心して頂ける
よう努めている。

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○本人と共に過ごし支えあう
家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、
一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

認知症の進行で困難な方もいる
が、スタッフが間に入ることで利用
者同士の関りを増やしている。日
中はほとんどフロアで過ごして頂く
よう努めている。

22
退去後も時々、ご家族と手紙や電
話連絡を行っている。ご退去になっ
た方には写真をお渡ししている。

19

来苑時などには話しやすい雰囲気
作りを行い、生活の様子を伝えると
ともに些細な事でも連絡するなど
日頃より積極的にコミュニケーショ
ンを図っている。毎月手書きのお
手紙を送付している。

20 8

コロナ前は近隣の方が多く、散歩
などで馴染みの道を通り、知り合い
とコミュニケーションを図っていた。
現在は職員が間に入り伝言を伝え
たり、電話にてコミュニケーションを
図ったりしている。



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握
に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結
記録は詳細に記入するとともに、ス
タッフは出勤前には記録に目を通

25
日々の記録をしっかりと記入し、ス
タッフ全員が変化や現状を把握で
きるよう努めている。

26 10

本人・家族の意見を計画作成者だ
けでなく、管理やフロアスタッフ、主
治医や訪問看護などで話し合い、
より良いケアに繋げれるよう行って
いる。

23 9
日頃より本人の言葉や表情などを
記録に残すことで思いを把握でき
るよう努めている。

24

入居時の聞き取りだけでなく、日々
のコミュニケーションで聞きたいこと
は記録に残し共有している。またご
家族の面会（電話連絡）時などにも
聞き取りを行っている。

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事
業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既
存のサービスにとらわれない、
柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受け
られるように支援している

29
コロナ禍前はふれあい喫茶や地域
の行事に参加していた。

30 11

ほとんどの方が施設主治医が以前
よりかかりつけ医であったため、継
続している。また、入居時には確認
を行い、施設主治医に変更するか
話し合いを行っている。

27
タッフは出勤前には記録に目を通
している。情報共有を行い、必要で
あればその都度、管理者に相談し
ケアの見直しを実施している。

28
施設内だけに留まらず、家族やグ
ループ内でのニーズに対応できる
よう努めている。



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けら
れるよう支援している

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に

33 12

入居時に説明を行っている。また、
終末期においては、その都度家
族・主治医・訪問看護などを交えて
話をし、チームで支援できるよう努
めている。

勉強会を定期的に参加するととも
に、不参加者には資料を配布する

31
4回/週の訪問看護があり、その都
度各フロアで申し送りを行い、情報
共有を行っている。

32

入院中も本人・家族とは密に連絡
をとっている。また、病院とも施設
のみの情報交換を行うのではなく、
主治医からも病院と直接情報交換
を実施しているため、退院後も安
心して生活できるよう関係作りを
行っている。

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手当
や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制を
築いている

35 13

避難訓練を2回/年行っており、避
難場所においては張り出しをし、ス
タッフ全員が把握できるようにして
いる。また、地域の方々とも連携を
持てるよう日頃よりコミュニケーショ

ンを図っている。

34
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また、管理者や主治
医には24時間の連絡体制にある。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの
支援
　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる
支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

39

起床時や入浴時には、スタッフと着
替えを選ぶようにしている。また、
カットなども訪問ではなく店を利用

している。

40 15

盛り付けや配膳など可能な限りス
タッフと一緒に行っている。食器拭
きは利用者主体で行っている。ま
た、選択メニューや行事などには、
アンケートを取っているだけでなく、
その都度メニューのアレンジなども

37

日頃よりコミュニケーションを大事
にしており、想いを伝えやすい関係
作りを行うとともに、選択できるよう
な声かけを行うよう努めている。

38

定員が通常のGHより少ないため、
関わる時間が多くあり、それぞれ
のペースで過ごせるよう配慮してい
うｒ。可能な限り希望に添えるよう努
めている。

36 14
人格やプライバシーを損なわない
よう配慮している。

いる

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、集
会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでい
る

○入浴を楽しむことができる
支援
　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

45 17
週2回以上、お好きなタイミングで
入れるよう声かけを行っている。

43 16

個別に排泄パターンを把握し、必
要に応じて声かけを行っている。オ
ムツからリハビリパンツへ、リハビ
リパンツから布パンツへと変更した
方もいる。

44

水分補給や体操・歩行などに努め
るとともに、毎朝ヨーグルトの提供
をしている。また、訪問看護と連携
をとり腹部マッサージやホットパッ
クなども必要に応じて行っている。
センナ茶の提供も行っている。

41
主治医の指示のもと、必要な方に
対しては水分チェックや計測などを
行っている。

42
毎食後、口腔ケアを実施している。
また、訪問歯科と連携しケアのアド
バイスをもらっている。

その都度メニューのアレンジなども
一緒に行っている。

じた入浴の支援をしている



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や要領
について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけら
れるよう支援している

○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支
援している

49 18

コロナ禍前まではほぼ毎日散歩や
買い物と出掛けていた。喫茶店や
バスツアー（年2回）にも参加してい
た。

50
自己にて管理している方はいない
が、希望時には買い物をしている。

47

薬情をファイリングしており、いつで
も確認できる。また、新しい薬が出
た場合には申し送りにて周知して
いる。

48

コロナ禍前は散歩や買い物、外食
や喫茶店などに行き気分転換をし
ていた。施設内では編み物や縫
物、ご利用者により生活歴に応じ
た楽しみを継続できるよう支援して
いる。

46
就寝・起床はそれぞれのペースで
行っている。21頃まではTVを見た
りしてフロアで過ごす方が多い。

金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援している

○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）は、
利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした
安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
55

バリアフリーになっている。トイレに
はわかりやすくトイレの張り紙をし

53

必要に応じてイスやテーブルを移
動するなど配慮している。ソファや
キッチンカウンター横で過ごす方が
多い。

54 20

全ての方が以前より使用していた
ものを持参している。写真や手紙
などを家族が持参し、安心できる
空間作りに努めている。

51
電話を持っている方がおり、、いつ
でも連絡できるよう支援している。

52 19
季節に応じた装飾を行うようにして
いる。また、季節や時間に応じた空
調や湿度管理を行っている。

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫して
いる

55 はわかりやすくトイレの張り紙をし
ている。



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

61
利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいとこ
ろへ出かけている
（参考項目：49）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59

利用者は、職員が支援すること
で生き生きした表情や姿がみら
れれている
（参考項目：36,37）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている
（参考項目：38）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

①毎日ある

②数日に１回ある

③たまにある

④ほとんどない

56
職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

68
職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足して
いると思う

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが

67
職員から見て、利用者はサービ
スにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

66
職員は活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住
民や地元の関係者とのつながり
の拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる
（参考項目：4）

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

64

通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている
（参考項目：9,10,19）

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っていること、
不安なこと、求めていることをよ
く聞いており信頼関係ができて
いる
（参考項目：9,10,19）

①ほぼ全ての利用者と

②利用者の３分の２くらいと

③利用者の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

62

利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている
（参考項目：28）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

④ほとんどいない

68 はサービスにおおむね満足して
いると思う ③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない



実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての
意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあ
い
　利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、事業所
自体が地域の一員として日常的
に交流している

○事業所の力を活かした地
域貢献

　事業所は、実践を通じて積み
上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

○運営推進会議を活かした
取り組み
　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り

ホーム名：グループホーム天神橋やすらぎの里　4F大輪

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

自己評価 外部評価

実施状況

Ⅰ．理念に基づく運営

1 1

理念を張り出しており、出退勤時だ
けでなくフロアの出入り時に確認で
きるようにしている。入社時や勉強
会では確認するようにしている。

2 2

新型コロナウイルスの影響で現在
は行えていないが、それ以前は外
出はほぼ毎日しており、地域のイ
ベントにも参加していた。自治会に
も加入している。

3
地域の方々がご家族の相談などで
来苑する機会がる。現在は電話相
談に乗っている。

2ヶ月に1度の開催を行ってい、ご
家族や地域の方方々などに意見を
頂いている。また、スタッフにも共サービスの実際、評価への取り

組み状況等について報告や話し
合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡
を密に取り、事業所の実情やケ
アサービスの取組みを積極的に
伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの
実践

　代表者及び全ての職員が「指
定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予
防サービス基準における禁止の
対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取
り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待
防止法等について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所な
いでの虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に
努めている

4 3
頂いている。また、スタッフにも共
有できるよう申し送り時に報告して
いる。現在はコロナウイルスの影
響で文書会議にしている。

5 4

疑問点などは随時連絡するととも
に、日々の困難事例などはGH連
絡会などを利用し報告・相談を行っ
ている。

6 5

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また施設内は事由に
行き来できる環境作りをスタッフ同
士連携を取り、行っている。

7

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また管理者が積極的
に現場に入り日々のケアを確認し
ている。



○権利擁護に関する制度の
理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自
立支援事業や成年後見人制度
について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定
等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図ってい
る

○運営に関する利用者、家
族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望
を管理者や職員並びに外部者
へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

○運営に関する職員意見の
反映

　代表者や管理者は、運営に関
する職員の意見や提案を聞く機
会を設け、それらを反映させて
いる

○就業環境の整備

8

勉強会を定期的に開催するととも
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が学べるようにしてい
る。また必要な方や相談があった
場合には各関係機関に取り次ぐよ
う支援できる環境にある。

9
入居時には十分な説明を時間を設
けている。また、来苑時は話しやす
い雰囲気作りに努めている。

10 6

常に風通しの良い環境を作れるよ
う、管理者が日中現場を見に行くよ
うにしている。コロナ禍前は行事な
どに家族が参加できる機会を設け
ていた。現在は家族が来苑した際
に、管理者だけでなく職員からも話
を聞ける機会を設け、ご利用者の
ご様子や声を伝えている。

11 7

勉強会で発言できる機会を設ける
と同時に、管理者は勤務時にス
タッフに声をかけるよう努めてい
る。また代表者も管理者だけでなく
スタッフの声を聴けるよう施設に訪
れる機会を多く設けている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々
の努力や実績、勤務状況を把握
し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整
備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人
ひとりのケアの実際の力量を把
握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めて
いる

○同業者との交流を通じた
向上
 代表者は、管理者や職員が同
業者と交流する機会を作り、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをし
ている

12

非常勤からの常勤への転換や時
給の見直しなど随時行っている。ま
た、資格支援も行っており、昨年2
名資格取得の実績がある。

13

法人内の研修に参加、また外部研
修などの参加を積極的に支援して
いる。その際には、業務内で参加
できるよう配慮している。

14

管理者を中心に交流会や連絡会、
医師会の勉強会などに参加交流を
し深め、施設サービスの見直し・向
上に繋げている。



○初期に築く本人との信頼
関係
 サービスの利用を開始する段
階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信
頼関係
 サービスの利用を開始する段
階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、本人の安心を確保する
ための関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段
階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう
関係
 職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共に
する者同士の関係を築いている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

入居前のアセスメントを十分に行
い、その際には本人が話しやすい
雰囲気作りに努めている。また、情
報は全スタッフで共有している。

16
相談・申込時には、十分な時間を
取り傾聴することで安心して頂ける
よう努めている。

17

十分な聞き取りを行い、ニーズに
あったサービスを提案・提供できる
よう、必要であれば法人内または
おｒグループ内の専門職よりサービ
ス案内などを行っている。

18
家事などの中でスタッフも教わるこ
とが多く、生活を共にする家族のよ
うな関係作りに努めている。

○本人と共に過ごし支えあう
家族との関係

 職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の
絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継
続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が
途切れないよう、支援に努めて
いる

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、
一人ひとりが孤立せずに利用者
同士が関わり合い、支え合える
ような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組
み
　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切
にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

19

来苑時などには話しやすい雰囲気
作りを行い、生活の様子を伝えると
ともに些細な事でも連絡するなど
日頃より積極的にコミュニケーショ
ンを図っている。毎月、手書きのお

手紙を送付している。

20 8

コロナ前は近隣の方が多く、散歩
などで馴染みの道を通り、知り合い
とコミュニケーションを図っていた。
現在は職員が間に入り伝言を伝え
たり、電話にてコミュニケーションを
図ったりしている。

21

認知症の進行で困難な方もいる
が、スタッフが間に入ることで利用
者同士の関りを増やしている。日
中はほとんどフロアで過ごして頂く
よう努めている。

22
退去後もご家族が施設に訪れたり
している。



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めてい
る。困難な場合は、本人本位に
検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握
に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の
把握に努めている

○チームでつくる介護計画と
モニタリング

本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○個別の記録と実践への反
映

日々の様子やケアの実践・結

23 9
日頃より本人の言葉や表情などを
記録に残すことで思いを把握でき
るよう努めている。

24

入居時の聞き取りだけでなく、日々
のコミュニケーションで聞きたいこと
は記録に残し共有している。またご
家族の面会（電話連絡）時などにも
聞き取りを行っている。

25
日々の記録をしっかりと記入し、ス
タッフ全員が変化や現状を把握で
きるよう努めている。

26 10

本人・家族の意見を計画作成者だ
けでなく、管理やフロアスタッフ、主
治医や訪問看護などで話し合い、
より良いケアに繋げれるよう行って
いる。

記録は詳細に記入するとともに、ス
タッフは出勤前には記録に目を通日々の様子やケアの実践・結

果、気づきや工夫を個別記録に
記入し、職員間で情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直し
に活かしている

○一人ひとりを支えるための事
業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既
存のサービスにとらわれない、
柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている
地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られた
かかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受け
られるように支援している

27
タッフは出勤前には記録に目を通
している。情報共有を行い、必要で
あればその都度、管理者に相談し
ケアの見直しを実施している。

28
施設内だけに留まらず、家族やグ
ループ内でのニーズに対応できる
よう努めている。

29
コロナ禍前はふれあい喫茶や地域
の行事に参加していた。

30 11

入居時に確認を行い、施設主治医
に変更するか話し合いを行ってい
る。専門医の受診をしている方もい
る。



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職
場内の看護職員や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けら
れるよう支援している

○入退院時の医療機関との
協働

利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相
談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた
方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあ
り方について、早い段階から本
人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に

31
4回/週の訪問看護があり、その都
度各フロアで申し送りを行い、情報
共有を行っている。

32

入院中も本人・家族とは密に連絡
をとっている。また、病院とも施設
のみの情報交換を行うのではなく、
主治医からも病院と直接情報交換
を実施しているため、退院後も安
心して生活できるよう関係作りを
行っている。

33 12

入居時に説明を行っている。また、
終末期においては、その都度家
族・主治医・訪問看護などを交えて
話をし、チームで支援できるよう努
めている。

勉強会を定期的に参加するととも
に、不参加者には資料を配布する利用者の急変や事故発生時に

備えて、全ての職員は応急手当
や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難
できる方法を全職員が身につけ
るとともに、地域との協力体制を
築いている

34
に、不参加者には資料を配布する
などし、全員が意識できるよう取り
組んでいる。また、管理者や主治
医には24時間の連絡体制にある。

35 13

避難訓練を2回/年行っており、避
難場所においては張り出しをし、ス
タッフ全員が把握できるようにして
いる。また、地域の方々とも連携を
持てるよう日頃よりコミュニケーショ

ンを図っている。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重
とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇り
やプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自
己決定の支援
　日常生活の中で本人が思いや
希望を表したり、自己決定でき
るように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先
するのではなく、一人ひとりの
ペースを大切にし、その日をど
のように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの
支援
　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

○食事を楽しむことのできる
支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活
かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをして
いる

36 14
人格やプライバシーを損なわない
よう配慮している。

37

日頃よりコミュニケーションを大事
にしており、想いを伝えやすい関係
作りを行うとともに、選択できるよう
な声かけを行うよう努めている。

38

定員が通常のGHより少ないため、
関わる時間が多くあり、それぞれ
のペースで過ごせるよう配慮してい
うｒ。可能な限り希望に添えるよう努
めている。

39

起床時や入浴時には、スタッフと着
替えを選ぶようにしている。また、
カットなども訪問ではなく店を利用

している。

40 15

調理や盛り付け、配膳など可能な
限りスタッフと一緒に行っている。
洗い物は利用者主体で行ってい
る。また、選択メニューや行事など
には、アンケートを取っているだけ
でなく、その都度メニューのアレン

いる

○栄養摂取や水分確保の支
援
　食べる量や栄養バランス、水
分量が一日を通じて確保できる
よう、一人ひとりの状態や力、集
会に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じな
いよう、毎食後、一人ひとりの口
腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を
減らし、一人ひとりの力や排泄
パターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立に向
けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響
を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでい
る

○入浴を楽しむことができる
支援
　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

でなく、その都度メニューのアレン
ジなども一緒に行っている。

41
主治医の指示のもと、必要な方に
対しては水分チェックや計測などを
行っている。

42
毎食後、口腔ケアを実施している。
また、訪問歯科と連携しケアのアド
バイスをもらっている。

43 16

44

水分補給や体操・歩行などに努め
るとともに、毎朝ヨーグルトの提供
をしている。また、訪問看護と連携
をとり腹部マッサージやホットパッ
クなども必要に応じて行っている。
センナ茶の提供も行っている。

個別に排泄パターンを把握し、必
要に応じて声かけを行っている。

45 17
週2回以上、お好きなタイミングで
入れるよう声かけを行っている。

じた入浴の支援をしている



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬
の目的や副作用、用法や要領
について理解しており、服薬の
支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を
過ごせるように、一人ひとりの生
活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけら
れるよう支援している

○お金の所持や使うことの
支援
　職員は、本人がお金を持つこ
との大切さを理解しており、一人
ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支
援している

46

就寝・起床はそれぞれのペースで
行っている。21頃まではフロアで過
ごされたり、利用者同士の居室で
話をしたりして過ごされている。

47

薬情をファイリングしており、いつで
も確認できる。また、新しい薬が出
た場合には申し送りにて周知して
いる。

48

コロナ禍前は散歩や買い物、外食
や喫茶店などに行き気分転換をし
ていた。施設内では編み物や縫
物、ご利用者により生活歴に応じ
た楽しみを継続できるよう支援して
いる。

49 18

コロナ禍前まではほぼ毎日散歩や
買い物と出掛けていた。喫茶店や
バスツアー（年2回）にも参加してい
た。

50
自己にて管理している方もおり、希
望時には買い物をしている。

金を所持したり使えるように支
援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが
電話をしたり、手紙のやり取りが
できるように支援している

○居心地のよい共用空間づ
くり

共用の空間（玄関、廊下、居間、
台所、食堂、浴室、トイレ等）は、
利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人ひ
とりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれ
たり、気の合った利用者同士で
思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室
の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋
は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした
安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき

51
手紙を書く方、電話のやり取りをす
る方それぞれ1名おり、継続でるよ
う支援している。

52 19
季節に応じた装飾を行うようにして
いる。また、季節や時間に応じた空
調や湿度管理を行っている。

53

必要に応じてイスやテーブルを移
動するなど配慮している。ソファや
キッチンカウンター横で過ごす方が
多い。

54 20

全ての方が以前より使用していた
ものを持参している。写真や手紙
などを家族が持参し、安心できる
空間作りに努めている。

55

バリアフリーになっている。トイレに
はわかりやすくトイレの張り紙をし　建物内部は一人ひとりの「でき

ること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫して
いる

55
はわかりやすくトイレの張り紙をし
ており、今トイレを使っているか空
いているかの張り紙もしている。



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

56
職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆった
りと過ごす場面がある
（参考項目：18,38）

①毎日ある

②数日に１回ある

③たまにある

④ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペース
で暮らしている
（参考項目：38）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59

利用者は、職員が支援すること
で生き生きした表情や姿がみら
れれている
（参考項目：36,37）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいとこ
ろへ出かけている
（参考項目：49）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、
安全面で不安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

④ほとんどいない

62

利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている
（参考項目：28）

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っていること、
不安なこと、求めていることをよ
く聞いており信頼関係ができて
いる
（参考項目：9,10,19）

①ほぼ全ての利用者と

②利用者の３分の２くらいと

③利用者の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

64

通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている
（参考項目：9,10,19）

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどいない

65

運営推進会議を通して、地域住
民や地元の関係者とのつながり
の拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えて
いる
（参考項目：4）

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くない

66
職員は活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービ
スにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足して
いると思う

①ほぼ全ての家族が

②家族の３分の２くらいが

③家族の３分の１くらいが
68 はサービスにおおむね満足して

いると思う ③家族の３分の１くらいが

④ほとんどできていない


